きちす け ひぜんの くに そのき ごお リぅら かみ むら 

じゅり あの .吉 助 は、 肥 前 国 彼 杵郡浦 上 村の 産で あ つ 

た。 早く 父母に 別れた ので、 幼少の 時から、 土地の 

おとな さぶ ろう じ げなん ぐどん 

乙 名三郎 治と 云う ものの 下男に なった。 が、 性 来 愚鈍 

なぶ せんえき 

な 彼 は、 始終 朋輩の 弄り 物にされて、 牛馬 同様な 賤役 

に 服さなければ ならな か つ た。 

その 吉 助が 十八 九の 時、 三郎 治の 一 人 娘の 兼と 云う 

けそう 

女に 懸想 をした。 兼 は 勿論 この 下男の 恋慕の 心な ど は 

顧みなかった。 のみならず 人の 悪い 朋輩 は、 早く も そ 

ちょうろう 

れに 気がつく と、 いよいよ 彼 を 嘲弄した。 吉助は 愚 



物ながら、 悶々 の 情に 堪えなかった ものと 見えて、 あ 

ひそか しゅつ ぼん 

る 夜 私に 住み慣れた 三郎 治の 家 を 出奔 した。 

それから 三年の 間、 吉 助の 消息 は杳 として 誰も 知る 

ものがなかった。 

ご こじき 

が、 その後 彼 は 乞食の ような 姿に なって、 再び 

うら かみ むら 

浦 上 村へ 帰って来た。 そうして 元の通り 三郎 治に 召使 

われる 事に なった。 爾来 彼 は 朋輩の 軽蔑 も 意と しない 

で、 ただ まめ まめし く 仕えて いた。 殊に 娘の 兼に 対し 

て は、 飼犬よりも さらに 忠実だった。 娘 はこの 時す で 

に 婿 を 迎えて、 誰も 羨む ような 夫婦仲であった。 

こうして 一 二 年の 歳月 は、 何事もなく 過ぎて 行った _ 



吉助 「われら 夢に 見 奉る えす • きりすと 様 は、 紫の 

おお ふりそで わかしゅ おんす がた 

大 振袖 を 召させ 給うた、 美しい 若衆の 御 姿 で ござる。 

まった さんた • まりや 姫 は、 金糸 銀糸の 繡 をされ た、 

力. 3 どり あんす 力た お 力 

襠 の 御 姿 と 拝み 申す ご 

奉行 「そのもの どもが 宗門 神と なった は、 いかなる 

謝れが ある ぞご 

吉助 「えす • きりすと 様、 さんた • まりや 姫に 恋 を 

なされ、 焦れ 死に 果てさせ 給うた によって、 われと 同 

じ 苦しみに 悩む もの を、 救うて とらし ようと 思 召し、 

宗門 神と なられ たげ で ござる ご 

奉行 「その 方 はいず この 何ものより、 さような 教を 



はさし 置く ま ぃぞご 

いつわ リ まぎ 

吉助 「何で 偽 など を 申 上ぎ ようず。 皆 紛れない 真 

実で ござる ご 

奉行 は吉 助の 申し 条を 不思議に 思 つ た。 それ は 今 ま 

きりしたん もんと 

で 調べられた、 どの 切支丹 門徒の 申し 条 とも、 全く 変つ 

ぎんみ 

たもので あった。 が、 奉行が 何度 吟味 を 重ねても、 頑 

ひるがえ 

として 吉助 は、 彼の 述べた 所 を 飜 さなかった。 

たいほう たっけい 

じゅり あの. 吉助 は、 遂に 天下の 大法 通り、 磔刑に 



処 せられる 事に なった。 

まち じゅう 

その 日 彼 は 町中 を 引き 廻され た 上、 さんと • もんた 

の 下の 刑場で、 無残に も 磔 に 懸けられた。 

はりつけば しら たけやらい ひときわ 

磔 柱 は 周囲の 竹矢来の 上に、 一際 高く 十字 を 描 

いていた。 彼 は 天 を 仰ぎながら、 何度も 高々 と 祈禱を 

唱えて、 恐れげ もな く 非人の 槍 を 受けた。 その 祈禱の 

あぶ らぐも 

声と 共に、 彼の 頭上の 天に は、 一団の 油 雲が 湧き出で 

はいぜん 

て、 ほどなく 凄じい 大 雷雨が、 沛然と して 刑場へ 降り 

注いだ。 再び 天が 晴れた 時、 磔 柱の 上の じゅり あの - 

吉助 は、 すでに 息が 絶えて いた。 が、 竹矢来の 外にい 

た 人々 は、 今でも 彼の 祈禱の 声が、 空中に 漂って いる 



の 一 生で ある。 

(大正 八 年 八月) 
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